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15.8%であり、1996年、2000年、2004年の経時的
観察では喫煙率は減少傾向にあると考えられた。
他に、長野県内の調査.1. (以下「長野県調査｣）や
福井県内の調査'2)でも未成年の喫煙経験率は低下
を認めた。
喫煙経験率低下の理由として、社会全体での受
動喫煙防止の気運の高まり'2)、公共の場、特に学
校での禁煙・分煙がすすんだこと7)､'２１、職場や学
校等、地域の中で喫煙に関しての健康教育による
知識の普及'2)、親や友人の喫煙割合の低下'2)、禁
煙対策の効果が挙げられる。
禁煙対策の効果も挙げられるであろう。新潟県
湯沢町にて2003年から2012年の住民参加の健康プ
ランの一環として、喫煙予防に取り組み、喫煙防
止教室等を行ったと.ころ、2008年の中間評価では
2003年と比較して小中学生・高校生の喫煙経験者
の割合はやや減少した'3)。

⑪
2．初めてたばこを吸った年齢は？
中学生を対象とした調査では喫煙経験のある者
のうち、初めてたばこを吸った年齢は中学１年生
が約４割で最も多く、中学生になってからが過半
数を超えていたが、約１割は小学３年生以下で
あった4)。高校生を対象として行った調査M)では、
中学２年生における初回喫煙が最も多く、中学生
で初回喫煙は全体の半数以上であった。大学構成
員を対象として行った調査'5)では、９２％の喫煙者
が未成年で喫煙を始め、そのうち18歳未満と答え
た人が84％を占めていた。「内閣府調査｣，)では、
16歳が最も多く、喫煙経験者のうち17.3％で、次
いで17歳および18歳がいずれも13.2％であった。
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